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移行後に VMFS ボリュームの再マウントが必要かど
うかを判断します

Data ONTAP 7-Mode から clustered Data ONTAP に移行したあと、 VMFS データスト
アと VM を移行前の状態に戻すために VMFS ボリュームの再マウントが必要になる場合
があります。

• コピーベースの移行の場合は、 7-Mode Transition Tool （ 7MTT ）でストレージカットオーバー処理を開
始する前に以下の手順を実行します。

• コピーフリーの移行の場合は、 7MTT で 7-Mode システムのエクスポートおよび停止処理を開始する前に
以下の手順を実行します。

手順

1. Inventory Collect Tool （ ICT ）で生成された Inventory Assessment Workbook を開きます。

2. [* SAN Host Filesystems] タブをクリックします。

3. 移行前にホストにマウントされているファイルシステムとデータストアについて、「ドライブ / マウント
/ データストア名 * 」列を確認します。

4. データストアの「 * SCSI Device ID / Device Name * 」列にある対応する LUN NAA ID をメモします。

5. 移行後に生成された 7MTT マッピングファイルに、メモしたデータストアの NAA ID が記載されているか
どうかを確認します。

◦ 7MTT マッピングファイルに NAA ID がない場合、データストアおよびその基盤となる LUN は 7MTT

の移行に含まれておらず、修復は必要ありません。

◦ 7MTT マッピングファイルに一部の NAA ID だけが含まれている場合、移行は完了しておらず、続行
することはできません。

◦ すべての NAA ID が含まれている場合、 VMFS ボリュームを再マウントする必要があります。

▪ 関連情報 *

vSphere Client を使用した移行後の VMFS ボリュームの再マウント

ESXi CLI を使用した移行後の VMFS ボリュームの再マウント

Inventory Collect Tool の概要

vSphere Client を使用した移行後の VMFS ボリュームの再マウ
ント

移行後、 VMFS ボリュームを再マウントして、データストアと仮想マシン（ VM ）を移
行前の状態に戻す必要があります。ESXi CLI を使い慣れていない場合や、 vSphere

Client を使用する方が便利な環境では、 vSphere Client を使用してボリュームを再マウ
ントできます。

以下の手順は、ボリュームとスパンボリュームに該当します。
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手順

1. ESXi ホストまたは ESXi ホストを管理する vCenter Server にログインします。

2. [* Hosts and Clusters* （ホストとクラスタ） ] で、 ESXi ホストを選択します。

3. 「 * Configuration * > * Hardware * > * Storage * 」に移動します。

4. 右上隅の * Add storage * （ストレージの追加）をクリックします。

5. 「 * Disk/LUN 」を選択します。

6. 「 * 次へ * 」をクリックします。

7. LUN のリストで、データストアの名前を表示する * vmfs_label * 列を探します。

8. LUN を選択して、再マウント処理を実行します。

スパン VMFS ボリュームを再マウントする場合は ' スパン内の最初の LUN が "head" とマークされます再
マウント操作を完了するには 'head LUN を選択する必要があります

9. 「 * 次へ * 」をクリックします。

10. Select VMFS Mount Options （ VMFS マウントオプションの選択）ウィンドウで、 * Keep the existing

signature * （既存の署名を保持する）を選択します

11. ウィザードの手順を実行します。

12. VMFS_label 列にデータストア名が表示されているすべての LUN について、上記の手順を繰り返します。

データストアが再マウントされて、 VM がアクティブになります。

ESXi CLI を使用した移行後の VMFS ボリュームの再マウント

移行後、 ESXi CLI を使用してボリュームを再マウントし、データストアと VM を移行
前の状態に戻すことができます。

元の 7-Mode LUN がマッピングされていないか、オフラインの必要があります。

以下の手順は、ボリュームとスパンボリュームに該当します。

手順

1. SSH を使用して ESXi コンソールにログインします。

2. 新しく追加された LUN と既存の VMFS 署名および VMFS ラベルを表示します。

「 * #esxcfg-volume -l * 」のようになります

次の例は、 LUN と VMFS 署名および VMFS ラベルを示しています。
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# esxcfg-volume -l

VMFS UUID/label: 53578567-5b5c363e-21bb-001ec9d631cb/datastore1

Can mount: Yes

Can resignature: Yes

Extent name: naa.600a098054314c6c445d446f79716475:1 range: 0 - 409599

(MB)

3. 同じ署名を使用して VMFS ボリュームを永続的に再マウントします。

◦ 通常のボリュームの場合： +esxcfg-volume-m|--persistent-mount_vmfs UUID|label_

◦ スパンボリュームの場合： +#esxcfg-volume -M VMFS-span-ds

▪ 関連情報 *

"VMware KB ： vSphere により、 Snapshot LUN として検出された LUN の処理"
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